
自
治
会
の
現
在
と
今
後
に
つ
い
て

羽
根
野
寄
寓
治
会
会
長
代
理
　
籠
谷
育
英

羽
根
野
台
自
治
会
は
昨
年
創
立
5
0
年
と
い
う

節
目
を
超
え
、
新
た
な
道
を
歩
み
始
め
ま
し
た
。

自
治
会
内
に
お
け
る
住
民
数
は
、
こ
こ
同
年

間
で
世
帯
数
は
殆
ど
変
化
が
な
い
も
の
の
、
住
民

数
は
利
根
町
住
民
基
本
台
帳
に
よ
る
と
2
0
％
程

度
減
少
し
て
お
り
、
子
供
達
の
結
婚
や
高
齢
化
に

よ
る
世
帯
内
の
構
成
が
変
化
し
て
い
る
こ
と
等
、

人
口
数
か
ら
も
想
像
で
き
ま
す
。

現
在
の
自
治
会
は
、
こ
の
よ
う
な
環
境
変
化
に

さ
ら
に
追
い
打
ち
を
か
け
る
様
に
、
令
和
2
年

か
ら
猛
威
を
振
る
い
始
め
た
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
拡
大
に
よ
り
、
私
た
ち
の
生
活
も
一
変

し
、
更
に
、
昨
年
勃
発
し
た
ウ
ク
ラ
イ
ナ
戦
争
に

よ
る
世
界
的
な
政
情
不
安
が
重
な
り
、
他
国
の
遠

い
出
来
事
が
、
我
々
の
生
活
に
ま
で
大
き
な
影
響

を
与
え
る
こ
と
な
ど
想
像
も
し
ま
せ
ん
で
し
た
。

こ
れ
ら
の
環
境
変
化
が
自
治
会
活
動
に
も
大

き
く
影
響
を
与
え
、
活
動
の
大
き
な
柱
で
も
あ
る

会
員
相
互
の
懇
親
（
夏
祭
り
や
芋
煮
会
等
）
も
3

年
間
に
わ
た
り
開
催
出
来
ず
、
大
人
だ
け
で
は
な

く
子
供
達
へ
の
影
響
も
計
り
知
れ
な
い
も
の
に

な
っ
て
き
て
し
ま
い
ま
し
た
。

そ
う
し
た
厳
し
い
時
代
を
迎
え
、
今
後
の
羽
根

野
台
自
治
会
は
ど
う
あ
る
べ
き
か
考
え
て
み
ま

した。

現
在
、
自
治
会
と
し
て
抱
え
て
い
る
課
題
と
し

て
は
、
以
下
の
通
り
で
す
。

①
自
治
会
会
員
の
高
齢
化
と
後
継
者
不
足

②
　
班
編
成
と
班
長
就
任
時
の
輪
番
制
の
限
界

③
会
員
相
互
の
懇
親
・
扶
助
等
各
種
イ
ベ
ン

ト
の
あ
り
方
の
再
検
討

④
　
非
会
員
化
対
策
と
会
費
・
共
益
費
及
び

積
立
金
の
あ
り
方

⑤
災
害
に
備
え
る
た
め
の
自
主
防
災
体
制
・

対
策
の
整
備

⑥
　
町
と
連
携
し
た
空
き
家
・
空
地
等
の
環
境

対
策
　
等

こ
れ
ら
の
問
題
は
　
し
こ
数
年
前
か
ら
掲
げ
て

い
た
課
題
で
は
あ
り
ま
す
が
、
解
決
に
は
至
っ
て

お
ら
ず
、
早
急
に
優
先
順
位
を
含
め
検
討
を
進
め

て
行
く
必
要
が
あ
る
テ
ー
マ
ば
か
り
で
す
。

こ
れ
ら
の
課
題
は
羽
根
野
台
自
治
会
だ
け
で

は
な
く
、
全
国
の
自
治
会
が
抱
え
て
い
る
問
題
で

す
。
愛
知
県
春
日
井
市
で
は
約
5
0
あ
る
自
治
会
・

町
内
会
等
が
抱
え
る
問
題
を
市
が
中
心
と
な
っ

て
指
導
・
解
決
す
る
体
制
を
目
指
し
て
活
動
し
成

果
を
上
げ
て
い
る
よ
う
で
す
。
春
日
井
市
の
動
き

は
、
自
治
会
が
抱
え
る
問
題
は
自
ら
が
解
決
す
べ

き
テ
ー
マ
ば
か
り
で
は
な
く
、
行
政
及
び
他
の
自

治
会
と
連
携
し
て
進
め
て
行
く
事
が
重
要
で
あ

る
と
の
共
通
認
識
に
立
っ
て
行
動
し
て
い
る
こ

と
で
す
。
残
念
な
が
ら
我
々
を
取
り
巻
く
環
境

は
、
行
政
と
の
関
係
に
お
い
て
も
殆
ど
進
ん
で
い

な
い
の
が
実
態
で
す
。

今
後
は
そ
れ
ぞ
れ
の
課
題
を
再
認
識
し
、
自
ら

解
決
す
る
テ
ー
マ
と
、
行
政
及
び
他
の
自
治
会
と

の
連
携
を
模
索
し
な
が
ら
進
め
て
行
く
事
が
よ
り

重
要
に
な
っ
て
く
る
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。

そ
の
一
つ
の
事
例
と
し
て
、
自
治
会
で
は
電
気

代
の
高
騰
で
、
防
犯
灯
の
電
気
代
及
び
区
民
セ
ン

タ
ー
の
光
熱
費
が
年
間
百
万
円
を
超
え
る
の
が
現

実
味
を
帯
び
て
き
ま
し
た
。
（
前
年
度
比
1
・
3
倍
）
ゝ

の
ま
ま
費
用
が
膨
ら
ん
で
き
ま
す
と
自
治
会
だ
け

で
負
担
す
る
に
は
限
界
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
事
か

ら
、
私
見
で
は
あ
り
ま
す
が
、
問
題
解
決
の
為
に

は
、
他
自
治
会
と
も
連
携
し
な
が
ら
、
行
政
に
も
協

力
を
要
請
し
、
早
急
に
対
策
を
進
め
る
必
要
が
あ

り
ま
す
。
将
来
に
わ
た
り
、
自
治
会
を
発
展
・
継
続
し
て
い

く
に
は
現
状
大
き
な
壁
が
あ
り
ま
す
。
自
治
会
役

員
の
任
期
は
班
長
1
年
・
会
長
等
は
2
年
（
脅
任

も
可
能
）
で
原
則
交
代
と
な
り
ま
す
。
自
治
会
は
持

続
性
が
重
要
と
の
観
点
か
ら
、
歴
史
と
伝
統
を
守

り
な
が
ら
、
新
た
な
時
代
に
対
応
可
能
な
姿
を
描

く
事
へ
の
体
制
作
り
と
人
材
確
保
が
今
後
の
鍵
と

な
る
と
思
わ
れ
ま
す
。
そ
の
時
の
役
員
に
運
営
を

任
せ
る
だ
け
で
は
な
く
、
会
員
の
皆
様
が
率
先
し

て
自
治
会
活
動
に
参
画
し
て
頂
く
事
が
今
後
の
発

展
へ
の
近
道
と
思
い
ま
す
。

会
員
皆
様
の
ご
理
解
・
ご
協
力
を
お
願
い
い
た

し
ま
す
。
　
以
上



諏訪神社のシロヤマサクラ

諏訪神社のスジグイ

：∴十ふ ��話憩態蓮緩態 �� 
諸藩欝題議遭躍濃霧謂－（簸輔 ���� 

態襲‾顕熊 � �懸藻／、＼i躍醸溺 ��∴∴∴∵∴ヾ∴∴∴ 
ii －∴∴∴∴ ま ∴∴∴子∴ 料議題顎‾卜 ��索 � �ざ÷∴：∴さ∴ ．千 一i題i・ 遜 

∴十十∴∴∴∴∴子 、登開聞酪 　∴∴i●∴ 

謀i鶏欝一驚 ����竃　　　■8 
∴子 � ��翠団　、 

較蝿神社　門の宮の大イチョウ

瀬音駿 � � �� ��� � �∴l∵ 

善 � ��∴ �� �∴ 戴 �＼競，1． ∴「∴ �����饗 

∴ �� ��∴　＋∴∴ ���� � 

∵ � � ��∴∴ ∴ （ � �∴子∴ ：∴‖ 懸 � �＿轍 ���� � 

‾心　事 �∴ �ら／ ���ニi綴葦。 � � �� � 

八幡宮のスダジイ

羽
根
野
の
自
然
探
訪
（
巨
木
編
）

み
な
さ
ん
は
、
羽
根
野
周
辺
に
あ
る
数

百
年
間
も
生
き
抜
い
て
き
た
巨
木
た
ち
を

ご
存
知
で
す
か
？

2
0
年
ほ
ど
前
に
、
利
根
町
公
民
館
講
座

「
里
山
の
植
物
を
知
ろ
う
」
　
の
受
講
者
の

有
志
を
中
心
に
発
足
し
た
利
根
タ
ブ
ノ
キ

会
は
、
講
座
の
講
師
で
あ
っ
た
植
物
研
究

家
の
渡
辺
剛
男
氏
　
（
国
立
科
学
博
物
館
筑

波
実
験
植
物
園
学
習
指
導
員
）
の
指
導
の

元
に
、
町
内
に
生
育
す
る
巨
木
や
タ
ブ
ノ

キ
の
実
態
を
、
2
年
ほ
ど
か
け
て
歩
い
て

調
べ
、
2
0
0
5
年
に
「
「
利
根
町
の
巨
木
と
タ
ブ

ノ
キ
」
　
と
し
て
出
版
し
ま
し
た
。

仰
を
集
め
て
い
ま
し
た
。
羽
根
野
台
宅
地

開
発
時
に
、
近
在
の
諸
祭
神
が
合
祀
さ
れ

た
そ
う
で
す
。

南
側
参
道
下
の
鳥
居
西
側
に
あ
る
ス
ダ

ジ
イ
は
、
旧
道
に
面
し
て
い
る
た
め
枝
が

切
ら
れ
背
丈
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
幹
周
り

が
8
m
以
上
も
あ
り
低
い
位
置
で
3
分
岐

し
て
ど
っ
し
り
と
構
え
て
い
ま
す
。

「
延
喜
式
神
名
帳
」
　
旧
年
に
　
「
相
馬

郡
一
座
較
蝿
神
社
」
　
と
そ
の
名
が
記
さ
れ

て
い
る
よ
う
に
由
緒
あ
る
古
い
神
社
で
す
。

門
の
宮
、
奥
の
宮
の
二
社
殿
か
ら
な
り
、

門
の
宮
に
は
立
木
貝
塚
が
あ
り
ま
す
。
そ

の
門
の
宮
の
鳥
居
左
側
に
あ
る
の
が
幹
回

り
6
．
1
3
m
の
大
イ
チ
ョ
ウ
で
す
。

今
回
は
、
羽
根
台
地
区
周
辺
に
あ
る
巨

木
た
ち
を
紹
介
し
ま
す
。

【
諏
訪
神
社
の
ス
ダ
ジ
イ
】

諏
訪
神
社
は
信
州
諏
訪
神
社
の
末
社
で
、

古
く
か
ら
安
産
の
神
様
と
し
て
地
域
の
信

【
諏
訪
神
社
の
シ
ロ
ヤ
マ
ザ
ク
ラ
】

諏
訪
神
社
の
御
神
木
で
、
樹
齢
は
推
定

4
0
0
年
と
思
わ
れ
ま
す
。
ソ
メ
イ
ヨ
シ
ノ
は

人
為
的
に
作
ら
れ
た
桜
で
す
が
、
ヤ
マ
ザ

ク
ラ
は
古
来
の
桜
で
花
と
同
時
に
葉
が
開

き
ま
す
。
地
上
か
ら
4
本
の
幹
を
広
げ
た

姿
は
圧
巻
で
す
の
で
、
ぜ
ひ
花
の
咲
く
こ

ろ
に
観
賞
し
て
い
た
だ
き
た
い
巨
木
で
す
。

ま
た
、
利
根
町
内
に
は
、
町
指
定
文
化
史

跡
で
あ
る
較
蝿
（
こ
う
も
う
）
神
社
、
鎌
倉

街
道
が
あ
り
、
千
年
以
上
も
生
育
し
て
い

る
巨
木
が
あ
り
ま
す
。

【
較
蝿
神
社
　
門
の
宮
の
大
イ
チ
ョ
ウ
】

【
鎌
倉
街
道
沿
い
の
ス
ダ
ジ
イ
】

昨
年
の
N
H
K
大
河
ド
ラ
マ
「
鎌
倉
殿
の
1
3

人
」
　
で
も
紹
介
さ
れ
ま
し
た
が
、
源
頼
朝
は

鎌
倉
に
幕
府
を
開
く
と
、
軍
事
目
的
の
み
な

ら
ず
年
貢
や
物
資
輸
送
の
た
め
鎌
倉
へ
通
じ

る
道
路
を
整
備
し
ま
し
た
。
鎌
倉
街
道
に
は

主
道
が
3
つ
あ
り
、
上
ノ
道
、
中
ノ
道
、
下

ノ
道
と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。
利
根
町
の
鎌
倉

街
道
は
、
下
総
国
府
（
現
在
の
千
葉
県
市
川

市
）
　
か
ら
常
陸
国
府
（
石
岡
市
）
　
に
通
じ
る

道
路
の
一
部
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
て
お
り

下
ノ
道
に
あ
た
り
ま
す
。

当
時
は
、
布
川
を
経
由
し
、
大
平
の
船
着

場
、
奥
山
、
押
戸
船
着
場
へ
の
ル
ー
ト
で
、

陸
路
だ
け
で
な
く
、
船
運
を
も
利
用
し
た
街

道
で
あ
っ
た
と
推
測
さ
れ
ま
す
。

鎌
倉
街
道
沿
い
の
八
幡
宮
に
は
、
巨
木
の

ス
ダ
ジ
イ
が
あ
り
、
当
時
の
面
影
を
残
し
て

い
ま
す
。



合印2年 �令和3年 �合印4年 

窃盗合計 �28 �49 �29 

侵入窃盗 �15 �20 �7 

自動車盗 �1 �5 �0 

自転車盗 �1 �3 �1 

部品ねらい �2 �4 �6 

車上ねらい �3 �6 �1 

※練、餉4年度の数値植定借です。

合印2年 �令和3年 �令和4年 

合計 �44 �68 �50 

凶悪犯 �0 �1 �1 

粗暴犯 �5 �0 �9 

窃盗犯 �20 �49 �29 

知鰯巳 �1 �4 �2 

その他 �10 �14 �9 

※なお、令和4櫨の数値舶定植です。

出典：「防災講演会」資料より引用

寡摺弼園田臨軽震詔里謡殿勤王 ���国 
章／11 ∴十∴ ∴∴∴ 

令和4年12月末lJ腿6倍（前年比－101件） 

手口別鍵生状況 

空き巣 �絡　綴※麟緩翻二駕∴㈲「襲撃謹熱の性器の壁面 

穏込み �∴∴∴∴ne 　　　　　　我DA �【は侵入し金品を盗むこと ！忍込み：夜間寮入野の親寝時に能筆 【の基軸三度入し、金品を盗む i 

＿と

殺人簿が凍詫中は住宅の屋
内は投入し、金品を盗むこと

【侵入手緩：磯入日】
がラス破り　1軸％

無施錠　　胡旧物

2日　　　　　　　　　　　　　　　　工Re

※∴住宅侵入宙塩の人口10万人当たりの認知件数触罪嘩）は、
35＿3件で全量里二呈上、全国平均伍の約3倍となっています。

【浸入手職“簡所】塾韓′
その態重の蒋

0％　　　　20％　　　40線　　　60腿　　　80％　　　10龍賂

【農大手段：窓】
ガラス破り　67－鵡％

無施錠　　3鵬％

【侵入手段】
・纏

ガラス破り773％

薫穏健　姐邑‰
・出入ロ

ガラス破り118‰

意地貨∴717％

出典：いばらき防犯ファイルR4No．61

令和3年度　特殊詐欺発生状況

東京＼ ��茨城 

件数 �被害金額（円） �件数 �被害金額（円） 

総数 ��3，319 �66億2158万 �259 �4億7684万 

オレオレ詐欺 ��815 �25億9064万 �48 �1億5250万 

預貯金詐欺 ��777 � �26 �1830万 

架空料金請求詐欺 ��164 �5億1234万 �66 �1億4210万 

還付金 �欺 �891 � �64 �5405万 

融資保 �金詐欺 �16 �2857万 �3 �253万 

キャッシュカード詐欺盗 ��652 � �47 �5710万 

金高・ギャンブル・交際・その他 ��4 �1億1233万 �5 �5026万 

出典：警察庁SOS47特殊詐欺対策ページ

https／／www．npagoJP／bureau／safety庸e／sos47／

ニセ電話詐欺（オレオレ詐欺など）相談窓口

茨城県警察ニセ電話詐欺相談ダイヤル　TEL O29－301－0074

取手警察署　　　　　　　　　　　　　　TEL O297－77－0110

「
防
犯
講
演
会
」
主
催
‥
利
根
町
区
長
会

日
時
‥
令
和
5
年
1
月
2
2
日
　
（
日
）

場
所
‥
利
根
町
文
化
セ
ン
タ
ー

講
演
者
‥
茨
城
県
警
察
本
部
生
活
安
全
部

生
活
安
全
総
務
課
　
犯
罪
抑
止
対
策
課

課
長
補
佐
　
青
木
　
剛
　
氏

参
加
者
‥
7
3
名

利
根
町
で
発
生
し
た
犯
罪
は
、
窃
盗
件

数
が
多
い
の
が
特
徴
で
す
。
年
間
3
0
件
程

度
の
窃
盗
が
発
生
し
、
そ
の
多
く
が
住
宅

侵
入
窃
盗
事
件
で
し
た
。

ま
た
、
茨
城
県
の
住
宅
侵
入
窃
盗
事
件

の
7
割
以
上
が
空
き
巣
で
、
侵
入
手
段
と

し
て
は
、
窓
の
ガ
ラ
ス
割
り
が
6
7
％
と
非

常
に
多
い
の
が
特
徴
で
し
た
。

「
侵
入
窃
盗
犯
は
、
5
分
以
上
か
か
る
と

7
割
が
諦
め
る
」
と
言
わ
れ
て
お
り
、
時
間

が
か
か
る
こ
と
を
嫌
が
る
の
で
、
補
鍵
や

こ
う
し
た
「
闇
バ
イ
ト
」
に
よ
る
事
例
は
、

近
隣
の
龍
ヶ
崎
市
や
つ
く
ば
市
で
も
発
生

し
、
被
害
が
出
て
い
ま
す
。

事
前
に
い
ろ
い
ろ
な
情
報
を
集
め
て
、

強
盗
に
入
る
家
の
リ
ス
ト
を
作
成
し
て
い

る
可
能
性
も
あ
る
の
で
、
普
段
か
ら
不
審

車
両
、
不
審
者
、
不
審
な
電
話
等
に
は
十
分

に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。
　
　
黛

最
近
の
特
殊
詐
欺
の
手
口
に
つ
い
て

防
犯
フ
イ
ル
ム

な
ど
の
窓
ガ
一

ス
の
強
化
、

外
の
防
犯
カ

ラ
や
セ
ン
サ

ラ
イ
ト
等
は

住
宅
侵
入
窃
盗
被
書
防
止
の

3
つ
の
ポ
イ
ン
ト

①
鍵
か
け
の
徹
底

②
窓
ガ
ラ
ス
の
強
化
（
禍
鍵
、

防
犯
フ
イ
ル
ム
）

③
屋
外
院
止
環
擬
の
強
化

（
防
犯
カ
メ
ラ
、
防
犯
砂
利
、

セ
ン
サ
ー
ラ
イ
ト
）

果
が
あ
る
と
の

こ
と
で
す
。

ま
た
、
最
近

では、
域
を
中
心
に

S
N
S
の
闇
サ

ト
で
仲
間
を

め
て
、
強
盗

行
う
凶
悪
な

罪
が
多
発
し
て

い
ま
す
。

ま
た
、
最
近
、
利
根
町
を
含
む
県
南
地
域

で
も
、
特
殊
詐
欺
が
多
く
発
生
し
て
い
ま

す
。
特
殊
詐
欺
の
手
口
は
巧
妙
で
多
様
に

な
っ
て
き
て
い
ま
す
の
で
、
手
口
の
特
徴

を
し
っ
か
り
把
握
し
て
、
み
ん
な
で
気
を

つ
け
ま
し
ょ
う
。

急
増
し
て
い
る
「
な
り
す
ま
L
L
は
、
ニ

セ
医
者
、
警
察
官
、
市
町
村
職
員
、
社
会
保

険
事
務
所
職
員
、
金
融
機
関
職
員
な
ど
で

す
の
で
、
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。
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「
あ
揚
が
虫
害
束
か
謹
撰
」

利
根
町
立
文
小
学
校
は
令
和
5
年
3
月
3
1

日
を
も
っ
て
、
1
3
4
年
の
歴
史
に
幕
を
閉
じ
ま
す
。

同
校
は
、
明
治
2
2
年
に
文
尋
常
小
学
校
に
改

称
し
、
そ
の
後
、
昭
和
5
0
年
に
町
村
合
併
に
よ
り

利
根
町
立
文
小
学
校
と
し
て
開
校
し
ま
し
た
。
昭

和
5
1
年
に
は
新
校
舎
が
完
成
し
、
ま
た
、
昭
和

5
2
年
に
は
文
小
の
シ
ン
ボ
ル
で
あ
る
大
銀
杏
が

移
植
さ
れ
、
現
在
に
至
っ
て
い
ま
す
。

文
小
は
、
創
立
以
来
、
1
3
0
年
を
超
え
る
長
期
に

わ
た
り
、
地
域
の
子
供
た
ち
の
学
び
場
と
し
て
大

き
な
役
割
を
果
た
し
て
き
ま
し
た
。

校学小文

令
和
5
年
1
月
2
5
日
（
金
）
に
は
、
閉
校
記
念

講
演
会
が
実
施
さ
れ
、
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
メ
ダ

リ
ス
ト
の
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
イ
マ
ー
野
口
啓
代
（
あ

き
よ
）
さ
ん
（
龍
ヶ
崎
市
出
身
）
が
「
夢
を
か
な

え
る
た
め
に
」
　
を
テ
ー
マ
に
講
演
さ
れ
ま
し
た
。

な
お
、
文
小
学
校
・
布
川
小
学
校
・
文
間
小
学

校
が
統
合
し
て
、
令
和
5
年
4
月
よ
り
、
新
た

に
利
根
町
唯
一
の
小
学
校
「
利
根
小
学
校
」
が
開

校
予
定
で
す
。

来
年
度
か
ら
始
ま
る
利
根
町
立
小
学
校

の
ス
ク
ー
ル
バ
ス
通
学
に
つ
い
て

令
和
5
年
4
月
の
新
学
期
か
ら
新
た
に

生
ま
れ
変
わ
る
利
根
町
立
小
学
校
の
校
舎

は
、
現
在
の
布
川
小
学
校
の
校
舎
が
使
用
さ

れ
ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
、
学
校
か
ら
概
ね
＝

キ
ロ
以
上
離
れ
た
自
宅
か
ら
通
う
児
童
は

ス
ク
ー
ル
バ
ス
で
通
学
す
る
こ
と
に
な
り

ます。羽
根
野
方
面
は
マ
イ
ク
ロ
バ
ス
が
運
行

し
、
左
図
の
よ
う
に
3
箇
所
の
バ
ス
停
が
設

置
さ
れ
ま
す
。
な
お
、
バ
ス
の
運
行
は
民
間

委
託
さ
れ
る
予
定
で
す
。

登
下
校
時
は
保
護
者
や
地
域
住
民
の
方

に
よ
る
見
守
り
を
、
引
き
続
き
、
ご
協
力
お

願
い
し
ま
す
。
そ
し
て
、
地
域
と
し
て
児
童

の
安
全
を
守
る
環
境
づ
く
り
を
進
め
て
い

き
ま
し
ょ
う
。

地
域
の
防
犯
活
動
に
つ
い
て
（
「
な
が
ら

見
守
り
」
と
「
ひ
ば
り
く
ん
防
犯
メ
ー
ル
」
）

地
域
の
防
犯
活
動
と
し
て
、
「
な
が
ら
見
守

り
」
が
見
直
さ
れ
て
い
ま
す
。
子
供
た
ち
の
安
全

を
守
る
こ
と
が
主
な
目
的
で
す
が
、
最
近
発
生

し
て
い
る
空
き
巣
や
強
盗
等
の
事
件
に
対
し
て

も
防
犯
対
策
と
し
て
重
要
な
役
割
を
果
た
し
ま

す
。
散
歩
や
ジ
ョ
ギ
ン
グ
等
の
日
常
生
活
の
機

会
に
で
き
る
「
な
が
ら
見
守
り
」
を
、
地
域
の
防

犯
活
動
と
し
て
進
め
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、
「
ひ
ば
り
く
ん
防
犯
メ
ー
ル
」
　
は
、
茨

城
県
警
察
か
ら
の
犯
罪
や
不
審
者
情
報
等
を
パ

ソ
コ
ン
や
携
帯
電
話
等
に
配
信
す
る
サ
ー
ビ
ス

で
す
。
警
察
署
や
各
種
情
報
の
選
択
も
可
能
で

す。ad
d
⑧
雪
a
E
，
p
O
－
i
8
．
p
r
①
f
．
i
す
a
r
a
声
j
p

数
年
前
、
子
供
が
捕
っ
て
き
た
カ

マ
キ
リ
の
卵
が
玄
関
で
か
え
っ
て
し

ま
い
ま
し
た
。

家
の
中
で
は
大
変
だ
か
ら
…
と
外

へ
出
す
の
で
す
が
、
い
つ
の
間
に
か

戻
っ
て
き
て
い
る
の
で
す
。
何
度
か

外
と
中
を
繰
り
返
し
ま
し
た
が
、
つ

い
に
か
え
っ
て
し
ま
い
、
1
週
間
ほ

ど
は
玄
関
だ
け
で
な
く
リ
ビ
ン
グ
で

も
見
つ
か
り
、
そ
の
た
び
に
大
騒
ぎ

で
し
た
。
そ
れ
以
来
、
「
卵
は
絶
対
に

外
！
」
毎
年
暖
か
く
な
る
と
、
庭
に
小

さ
な
カ
マ
キ
リ
が
た
く
さ
ん
現
れ
る

よ
う
に
な
り
、
ち
ょ
っ
と
し
た
我
が

家
の
風
物
詩
と
な
っ
て
い
ま
す
。
今

年
も
春
が
待
ち
遠
し
い
で
す
。

若
泉
　
（
2
3
班
）


